
  多摩市立図書館本館 第10回へなそうるのへや企画展示 

令和３年10月5日-12月20日 

 

 

～未来に続け緑の種～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『もりのへなそうる』生みの親、渡辺茂男さんの経歴とともに 

令和３年11月 1日に市制施行５０周年を迎える多摩市を 

振り返ります。 

 



 

 

 

関戸、連光寺、一ノ宮、貝取、乞田、落合、寺方、和田の８村と百

草・落川両村の飛び地が合併し、明治２２（1889）年 4月 1日

に多摩村は生まれました。大正 14 年（1925 年）には、京王線

関戸駅（現在の京王線聖蹟桜ヶ丘駅）が開通、昭和 12

（1937）年５月に聖蹟桜ヶ丘駅と改称します。村内唯一の駅は、

都心方面の玄関口として発展しました。多摩村は都心に近く、広

大な未開発地が残されていたため、昭和 30年代から宅地開発

が進められます。農業以外の産業に従事する人口が増加し、昭

和３９（1964）年４月 1日に町制施行し多摩町となります。同年

10月1日人口は 1万4239人1でした。 

昭和 40（1965）年には多摩ニュータウン開発事業が決定し

ます。ところが、開発計画と事業の進め方や方向と農業経営の継

続を望む声との間で用地買収は難航しました。昭和 41

（1966）年になり多摩丘陵北西部約3000ヘクタールを対象と

した大規模な宅地開発つまり多摩ニュータウンの基盤設備がス

タートし、昭和46（1971）年3月に、多摩ニュータウン第一次入

居（現在の諏訪・永山地区）が開始されます。 

昭和 46（1971）年 11月 1日に多摩市は誕生します。同年

10月１日人口は 4万4311人 1でした。 

                                                   
1 『統計たま 令和2年版(2020)』多摩市企画政策部企画課／編集 多摩市企画政策部企画課 2021 （K ｳ 351） 

 



 

 

 

『もりのへなそうる』2の生みの親である渡辺茂男さんは、昭和

３（1928）年 3月 20日静岡県静岡市で生まれました。英語が

好きだったことが縁となり、昭和26（1951）年にアメリカの教育

援助を受け、慶応義塾大学日本図書館学校へ入学、昭和 28

（1953）年児童図書館研究会の設立に寄与します。昭和２９

（1954）年夏には奨学金を得てアメリカに渡りました。修士課程

終了後、ニューヨーク公共図書館に児童図書館員として採用さ

れます。こうして、アメリカ児童文学黄金期の子どもの本にふれ、

作り手たちとも交流を持つことになります。 

昭和 32（1957）年帰国後は、母校の専任講師をしつつ、石

井桃子主宰の勉強会に参加した縁から、昭和 34（1959）年に

初の訳書『アメリカ童話集』3を上梓、同年 10 月の雑誌『母の

友』に初の創作「へそまんじゅう」4（のちの『へそもち』5）を執筆

します。そうして、児童書の研究と翻訳や創作を行う児童文学作

家の人生を歩みはじめました。昭和 36（1961）年は雑誌『こど

ものとも』に『とらっくとらっくとらっく』6、昭和 38（1963）年から

は『エルマーのぼうけん』シリーズ7と次々に活躍されます。 

                                                   
2 『もりのへなそうる』 わたなべしげお／さく やまわきゆりこ／え 福音館書店 1980 （91.T ﾜﾀ） 
3 『アメリカ童話集』 渡辺茂男訳 あかね書房 1959 （未所蔵） 
4 雑誌『母の友』 1959年10月号（未所蔵） 
5 『へそもち』 渡辺茂男／さく 赤羽末吉／え 福音館書店 1980 （E ﾍｿ） 
6 『とらっくとらっくとらっく』 渡辺茂男著 山本忠敬画 福音館書店 1961（E ﾄﾗ） 
7 『エルマーのぼうけん－童話－』 ルース・スタイルス・ガネット／さく ルース・クリスマン・ガネット／え わたなべしげお／やく  

児童図書研究会／編集 福音館書店 1963 （92 ｶﾈ） 



 

 

 

昭和 40（1965）年秋、渡辺茂男さんは妻子とともに東京都

南多摩郡多摩町（現在の多摩市）の桜ヶ丘へ越してきました。 

著書『心に緑の種をまく』8では、当時の様子を回想されてい

ます。 

『聖蹟桜ヶ丘の駅前から田んぼにはさまれた道路を経て、未

舗装の蛇行する急な坂道をのぼると、丘の上に、分譲地が造成

されていました。なだからな斜面を利用して整然と区画されてい

るとはいえ、地肌をむき出しにした階段状の広大な敷地は異様

な眺めでした。（中略）引越しの片付いた夜半、真っ暗な戸外に

でると、空には星がいっぱいでした。星空の下に多摩丘陵がひっ

そりと横たわり、どこからともなく、 狼
おおかみ

の遠ぼえのような犬の鳴

き声が聞こえてきました。』 

この文章の後、『多摩のかたりべ』9に収集されている多摩の

昔話「 狼
おおかみ

谷戸
や と

」をこの夜に知っていたら、『恐ろしさに震えあが

っていたことでしょう』と書かれています。 

また、『「一般家庭の電話は関戸橋のこちら側は、当分見込み

がありません」といわれました。そういうことなので多摩農協から

有線電話を引いてもらいました。（中略）農協が開いていない時

間には、電報がいちばん早い通信手段でした。』8とあります。 

                                                   
8 『心に緑の種をまく』 渡辺茂男／著 新潮社 1997/2007 92-95頁 （995） 
9 『多摩のかたりべ』井上正吉／著 遠藤貴子／挿絵 多摩市 1979 （K ｳ 388.1） 



現在は個人で携帯電話を持ち、街も賑やかになっていますが、

当時は途上中で夜も深かったことがよくわかります。 

多摩ニュータウン開発前に越してきた渡辺茂男さんは、多摩と

いう土地で暮らしながら、家族で過ごす時間や育っていく息子た

ちの姿を通して、たくさんのすてきな物語を紡ぎだしていきまし

た。 

そのうちの一つが『もりのへなそうる』（1971）10です。幼い兄

弟、てつたくんとみつやくんがお弁当を持って近くの森へでかけ

ては、おもしろいことに出会うという話で、多摩丘陵が舞台です。

この作品ができたきっかけは絵本『もりのなか』11と、夕食前に

渡辺茂男さんが、息子 2 人（当時５歳と３歳）を連れて、雑木林

を散歩したことだったそうです。昭和４０年代当時はたくさんの雑

木林が残っていたようで、歩きながら、堆肥用の稲わらが積み上

げてあれば掘り返してみたり、近所の農家で本物の焼き芋をさ

せてもらったり、モグラに出会ったり。そんな『初めての体験をす

る子どもたちの様子は、私にとっては「へなそうる」そのものでし

た。』12と渡辺茂男さんは語っています。 

  

 

 

 

 
                                                   
10 『もりのへなそうる』 わたなべしげお／さく やまわきゆりこ／え 福音館書店 1980 （91.T ﾜﾀ） 
11 『もりのなか』 マリー・ホール・エッツ／ぶんえ まさきるりこ／やく 福音館書店 1974 （E.A） 
12 『心に緑の種をまく』 渡辺茂男／著 新潮社 2007 240-241頁 （995） 

＜多摩桜ヶ丘 越してきたころ＞  

昭和４0（１９６５）年頃 

渡辺茂男さんご本人が 

撮影された１枚です。 

ご自宅の近くの風景でしょうか。 

まだ桜ヶ丘も家がまばらな様子が 

よくわかります。 

（渡辺茂男さん撮影） 



 

 

 

昭和46（1971）年11月1日に誕生した多摩市に、昭和48

（1973）年8月図書館本館が開館します。 

渡辺茂男さんは、著書『幼年文学の世界』13に当時の様子を

次のように記しています。 

『わたしの住んでいる多摩市でも市民センターの中に図書館

が開設されましたが、児童室だけは、いつ行っても書棚がほとん

ど空の状態なのです。わたしは、この児童室は、書棚だけで開室

されてしまったのかと疑ったほどに、初日から五、六千冊の子ど

もの本のすべてが、子どもたちによって借りだされてしまったの

です。カウンターに群がっている子どもたちは、返される本をまっ

て、その場からまた借りていってしまうのです。』 

いかに子どもたちに求められて図書館が開館したかが伝わる

エピソードではないでしょうか。 

 

 

 

 

 
＜図書館本館 開館したころ＞ 

昭和４８（１９７３）年頃14 
                                                   

13 『幼年文学の世界』 渡辺茂男／著 日本エディタースクール出版部 1980 208-209頁 （991） 
14 『たま広報縮刷版 昭和47年(73号)～51年(165号) (1972)』 多摩市企画部秘書広報課編集 多摩市 1980 （K ｳ 

318.5） 

 



翌49（1974）年3月には、図書館利用の不便な地域のため、

自動車図書館「やまばと号」が市内 20 か所を定期的に運行し

始めます。 昭和 54（1979）年 10月、ニュータウンに初めて諏

訪図書館が開館し、56（1981）年 6 月には東寺方図書館、57

（1982）年 5 月には豊ヶ丘図書館と相次いで開館します。昭和

59（1984）年 8 月には、より多くの市民が利用できるよう聖蹟

桜ヶ丘駅前ビル内に、他の図書館より平日の開館時間が延長さ

れた関戸図書館が開館しました。 

その頃の渡辺茂男さんはといいますと、「すぐれた子どもの本

をとおして国際理解と世界の平和に貢献する」という理念に共

鳴して、昭和 49（1974）年に仲間とともに IBBY（国際児童図

書評議会）15の日本支部である JBBＹ（日本国際児童図書評議

会）を設立します。発足の２年後には日本支部は国際理事国、渡

辺茂男さんは国際理事に選出されました16。昭和50（1975）年

に母校図書館情報学科教授を辞し、以来、作家活動と併せて、

国内外で子どもの本の出版と普及に尽力します。昭和 61

（1986）年アジア初『子どもの本世界大会－第 20回 IBBY東

京大会』大会実行委員長として、ミヒャエル・エンデらの基調講

演をはじめ、50 か国 826 名の代表者を得て成功に終わらせ、

マスコミを通じ、子どもの本と読書に社会の大きな関心を集めま

す17。 

                                                   
15 IBBY（(International Board on Books for Young People /国際児童図書評議会）1953年スイスで設立された非営利団体。

現在、80の国と地域が加盟しています。 
16 『JBBＹ』10周年記念特別号 日本国際児童図書評議会 1984 6-7頁 （未所蔵） 
17 『なぜ書くか、なぜ読むか－1986年子どもの本世界大会』 日本国際児童図書評議会 1987（未所蔵） 



多摩市では、昭和 49（1974）年 6 月小田急多摩線が永山

駅まで開通、同年 10 月、京王相模原線が多摩センター駅まで

開通。翌50（1975）年4月には、小田急多摩線も多摩センター

駅まで開通。昭和 55（1980）年 4 月には、多摩センター駅に

19 か所の発着所を備えたバスターミナルが完成します。同年

10 月 1 日の人口は 9 万 3242 人18でした。また、昭和 61

（1986）年に、農村からニュータウンへと転換した多摩市の産

業復興として企業誘致が開始、多数の企業が進出してきます。 

渡辺茂男さんは昭和５３（1978）年に書かれた『絵本の与え

方』19の冒頭では、この 10 年間に急速に進んだ開発を『ちいさ

いおうち』20に例えています。そして、子どもたちから、太陽と新鮮

な空気と土そして「子どもたちの時間」を取りあげてしまったこと

を悲しみ、せめて、空間の広がりを感ずる気持ちのゆとりを与え

てほしいとしていました 19。また、昭和63（1988）年多摩市の広

報誌『グラフいきいきTAMA』第7号21のインタビューでは、『私

は多摩の丘陵が、一時期砂漠になり、そしてふたたび、緑にかこ

まれた町に甦える姿を目のあたりに見たわけです。それはちょう

ど、有名な絵本バージニア・リー・バートンの『ちいさなおうち』20

の物語そっくりでした。』と語っています。 

渡辺茂男さんはニュータウンに住む子どもを主人公にした作

品を創りだしています。『ゆかりのたんじょうび』22『しいの木とあ

                                                   
18 『統計たま 令和2年版(2020)』 多摩市企画政策部企画課／編集 多摩市企画政策部企画課 2021 （K ｳ 351） 
19 『絵本の与え方』 渡辺茂男／著 日本エディタースクール出版部 1979 ⅰ-ⅵ頁 （995） 

20 『ちいさいおうち』 ばーじにあ・りー・ばーとんぶんとえ いしいももこやく 岩波書店 1965 （E ﾁｲ） 
21 『グラフいきいきTAMA』  第7号  1988年10月 

 多摩市企画部秘書広報課編集、共同印刷S.P.C編集企画部編集・デザイン協力 多摩市 （K ｳ 051） 
22 『ゆかりのたんじょうび』 渡辺茂男／作 太田大八／絵 理論社 1983 （91.T ﾜﾀ） 



らしの海』23（共に 1983）と『くまたくんのえほん』シリーズ24『く

まくんの絵本』シリーズ25です。『ゆかりのたんじょうび』は当時

猛烈サラリーマンと称された父親が主人公ゆかりの誕生日にも

帰ってこず寂しい思いをする話、『しいの木とあらしの海』はニュ

ータウンに残った古いしいの木を描こうとしていた父を嵐の海で

亡くしてしまう少年を主人公にした話。どちらも主人公の子ども

が苦難に直面し孤独を感じる物語です。 

この２作品について、『心に緑の種をまく』26のあとがきで渡辺

茂男さんの長男渡辺鉄太さんは『新しくはありますが、平凡で没

個性的なニュータウンの中には、人生の荒波にもまれる子どもた

ちがいました。そして、その彼らや彼女たちが、時として非常な勇

気や生命力を見せるありさまに父は深く心を揺り動かされて、こ

れらの作品を書いたのだと思います』と考察しています26。 

かわって同時期に執筆した『くまたくんのえほん』シリーズと

『くまくんの絵本』シリーズは、末息子をモデルにしており、実際

に渡辺茂男さんの生活に密着した絵やエピソードも登場します。

まさに子どもたちの視点で描かれた明るく楽しい作品です。 

渡辺茂男さんは移り変わる多摩の中で、置かれている状況に

苦しむ子どもがいることに悩みながらも、太陽と新鮮な空気と土

を感じながら楽しむ子どもの生き生きとした姿にすばらしさを感

じとっていたのではないかと読み取ることができます。 

                                                   
23 『しいの木とあらしの海』 渡辺茂男／作 太田大八／絵 理論社 1983 （91.T ﾜﾀ） 
24 『くまたくんのえほん』シリーズ わたなべしげお／さく おおともやすお／え あかね書房 1978-1989 （E ｸﾏ） 
25 『くまくんの絵本』シリーズ わたなべしげお／ぶん おおともやすお／え 福音館書店 1986-1989（E.A） 
26 『心に緑の種をまく』 渡辺茂男／著 新潮社 2007 398-399頁 （995） 



 

 

 

図書館施設の充実と配置は進み、平成７年に聖ヶ丘図書館、

平成 9（1997）年 4 月には複合施設「ベルブ永山」とともに永

山図書館が開館し、諏訪図書館は閉館します。平成16（2004）

年 3 月には「やまばと号」運行が終了しました。昭和 48

（1973）年に開館した図書館本館は耐震上の問題から、平成

20（2008）年3月に市役所内に行政資料室、旧西落合中学校

跡地に図書館本館を移転しました。平成 23（2011）年 4 月に

は、唐木田図書館が開館、現在の 7館1分室となります。 

平成 12（2000）年 1月には多摩都市モノレール多摩センタ

ー駅が開業します。 

そして平成15（2003）年、多摩市の6割の面積を覆い、多摩市

域内のニュータウン計画区域内の農家の営農継続を断念させ

た公的な多摩ニュータウン開発は終了しました。 

渡辺茂男さんは著書『心に緑の種をまく』27の中に、この頃の

心情を書かれています。 

『手際よく整備された公園を伝い歩くと、雑木林をぬって昔の

林道や谷戸の小道が遊歩道として再生し、初夏には若葉にむせ、

冬には散り敷いた落葉をふみしめながら歩くことができます。た

しかに空の青さは薄れ、多摩川の水は汚染され、大栗川にザリ

ガニはいなくなりましたが、多摩の自然が生きているのを感じま

す。 （中略）それでも多摩市は、自然と文化的環境に恵まれた



日本一のニュータウンで、現在も子育てに最適の町だと、私は思

います。』27 

このように多摩ニュータウンの現在をとらえた渡辺茂男さんの

視点を、同書のあとがきで長男渡辺鉄太さんは『児童文学者な

らではの感受性だと思うし、父のまなざしの優しさ故
ゆえ

だと思いま

す』と書いています27。 

渡辺茂男さんは平成 12（1999）年より、慶應義塾大学時代

の教え子の福本友美子さんに誘われ『おさるのジョージ』シリー

ズ28の翻訳にかかります。また、「スモールさん」シリーズ29、『き

かんぼのちいちゃいいもうと』シリーズ30、『グラマトキーののりも

のどうわ』 シリーズ31などは、新版や改訂が行われました。長く

愛されて、今もかわらず熱心な読者が多くいるという証拠でしょ

う。創作は『ふしぎなおはなし』（2003）32、翻訳は『さとうねず

みのケーキ』（2006）33が最後の作品でした。 

渡辺茂男さんは、大人が描いた理想の生活の中で新たな苦

難を抱える子どもたちを見つめ、思う存分自然とふれ合うことが

できなくなった子どもたちに寄り添い続けました。すぐれた絵本

は、大人が芸術に感動するのと同じように子どもの心をとらえて、

子どもの世界をひろげる手がかりとなると考え、生涯で約 300

冊の翻訳や創作と児童文学の国際交流に尽力しました。 

                                                   
27 『心に緑の種をまく』 渡辺茂男／著 新潮社 2007 98-99頁、403頁（995） 
28 『おさるのジョージ』シリーズ M.レイ／原作 H.A.レイ／原作 渡辺茂男／訳 岩波書店 1999-2003 （E ｵｻ） 
29 「スモールさん」シリーズ ロイス・レンスキー／ぶん・え わたなべしげお／やく 福音館書店 2005 
30 『きかんぼのちいちゃいいもうと』シリーズ ドロシー・エドワーズ／さく 渡辺茂男／やく 福音館書店 2005 （92 ｴﾄ） 
31 『グラマトキーののりものどうわ』 シリーズ ハーディー・グラマトキー／さく わたなべしげお／やく 学研 2005 （92.T ｸﾗ） 
32 『ふしぎなおはなし』 渡辺茂男／作 高良真木／画 古今社 2003 （E ﾌｼ） 
33 『さとうねずみのケーキ』ジーン・ジオン／ぶん マーガレット・ブロイ・グレアム／え わたなべしげお／やく アリス館 2006 （92.T ｼｵ） 



 

 

 

昭和 33（1958）年に児童文学作家の道を歩みはじめてから、

約50年間、約300冊の執筆と国際協力を行った渡辺茂男さん

は、41 年間多摩町のころから住み続けた多摩市で平成 18

（2006）年11月 18日78歳で逝去されました。 

多摩市立図書館では、長男渡辺鉄太さんからの申し出により

多数の蔵書や愛用された机等の寄贈を受け、平成 26（2014）

年 4月本館内に「へなそうるのへや」を開設しました。   

東京都は、平成 30（2018）年 2 月に 2040 年代の社会変

化を見据えた『多摩ニュータウン地域再生ガイドライン』34を公

表し「豊かな緑の中で安心して住み働くことができる持続可能

なまちの実現」に向けて、老朽化した建物のリニューアルなど、

再開発計画に取り組んでいます。 

多摩市は、令和 3（2021）年 11月 1日に市制施行５０周年

を迎えます。9月 1日現在の人口は 14万8０６５人35でした。 

令和5（2023）年5月開館予定の中央図書館には「へなそう

るのへや」を継承した展示スペースを設える予定です。また、現

在でも渡辺茂男さんが手掛けた約80冊は入手が可能です。 

子どもを笑顔にする渡辺茂男さんの作品は、これからも親か

ら子へ、子から孫へと読み継がれていくでしょう。 
                                                   
34『多摩ニュータウン地域再生ガイドライン』 東京都都市整備局市街地整備部多摩ニュータウン事業室／編 

東京都都市整備局市街地整備部多摩ニュータウン事業室 2018 43-44頁 （K ｲ 518.8） 

35 『たま広報 』14１１号 令和3年９月20日 多摩市 
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第10回 へなそうるのへや 企画展示 

『渡辺茂男と多摩市の 50年～未来につづけ緑の種～』 

多摩市立図書館／編集・発行 

令和3年10月5日 
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